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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「5-HT2A receptor activation enhances NMDA receptor-mediated glutamate responses 
through the Src kinase in the dendrites of rat jaw-closing motoneurons」について、上記の主
査１名、副査 3名が個別に審査を行った。 
 本研究ではグルタミン酸刺激による閉口筋運動ニューロン（MMN）興奮制御においてのセロトニン




















































は Zn2+の結合部位が存在し、Zn2+が結合すると NMDA受容体の活性を抑制する。Src による NR2Aのリン酸化は
Zn2+による抑制を減少させるという報告がある。一方、NR2Aのリン酸化による NMDA 電流の増大には Zn2+は関
与しないという報告もあり、NR2Aのリン酸化による開口制御のメカニズムの詳細は不明である。本研究で
も明らかにされていないが、今後解析するべき研究項目であると考えられる。） 
 
 主査の美島委員は、3名の副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに
確認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
（主査が記載） 
